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日本東京神殿のオー
プンハウスが，5 月
末から 6 月中旬の

3 週間にわたって行われた。
東京神殿が竣工した1980年
以来42年ぶりのオープンハ
ウスとあって，東京神殿地区
の会員たちは周りの人々へ積
極的に働きかけて神殿へ招い
た。この 21日間に訪れた人
は 1万 9,174人，迎えたボラ
ンティアは延べ 4,500人近く
に上った。これは，2022年
の東京神殿再奉献に伴う歴史
的なイベントの記録である。

メディアのためのツアー

穏やかな晴天に恵まれた
5月28日（土），リノベーション
工事に携わった建設関係者と
職員，近隣の方々のツアーを皮
切りにオープンハウスは幕を開
けた。週明けの 5 月30日（月）
には「メディアデー」が催され，
報道関係者が招かれた。朝日
新聞，毎日新聞，宗教新聞，中
外日報，夕刊フジ，ニューヨー
クタイムズ，サンケイ出版，N H 
K 国際部，またフリージャーナ
リストなど多くの報道関係者
が参加した。

アジア北地域会長会の和
わ

田
だ

長老夫妻，ラズバンド長老夫妻

に加え，かつて地域会長を務め
た十二使徒定員会のゲーリー・
E・スティーブンソン長老夫妻
が来日し，ゲストを出迎える。

スティーブンソン長老は壇上

から，「これまで 9 年以上日本
に住んでおり，日本をもう一つ
の故郷のように思っています」
と日本語で語りかけた。 19歳
のとき福岡伝道部の専任宣教

師として初めて日本の土を踏
み，社会に出てからは仕事で
度 日々本を訪れ，名古屋伝道部
会長また地域会長会として日本
に住んだ。日本文化に造詣の
深いスティーブンソン長老は，
同じTempleという言葉で表さ
れる日本の寺社仏閣を，神殿
に通じるものとして説明する。

「寺や神社も日本文化として大
切なもの。わたくしも何度も訪
れましたし，平安を感じる場所
です。東大寺や清水寺などで，
心に穏やかな気持ちを感じま
した。教会でも神殿を訪問し
て，希望や安らぎを見いだそう
とします。深く考え，祈り，瞑想
し，人生の大切な決断をすると
きも，答えや導きを求めます。

わたくしは神殿に感謝して
います。お寺や神社にも感謝
しています。こういった建物は
人 を々善い行いに導きます。わ
たくしたちの神殿は神の家だと
信じています。神殿はわたくし
たちを神様とイエス・キリスト
に導きます。神殿ツアーで皆さ
んにもこれが分かります。

家族を永遠にする特別な場
所でもあります。神聖な場所，
祈りの場所，家族が結ばれるこ
の場所に，すべての人を歓迎し
ます。」

メディアデーには，マイクロ
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オープンハウス最終日の賑わいオープンハウス最終日の賑わい

元オリンピックアスリートの橋本聖子議員を迎えたスティーブンソン長老と和田夫妻元オリンピックアスリートの橋本聖子議員を迎えたスティーブンソン長老と和田夫妻
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ソフト米国本社副社長の平
ひら

野
の

拓
たく

也
や

兄弟も登壇した。食べ物
も宗教も言語も異なる世界を
股にかけてビジネスを展開し
てきた平野兄弟。その根底に
は，子供の頃から教会で育ん
だ価値観があると語る。「正
直であること，真実を求めるこ
と，人に善を行う心を持つこ
と，信じて希望を持つこと，耐
え忍ぶこと……すべての人が
神の子供，兄弟姉妹であると
いう大切な原則を学んできまし
た。これはビジネスだけでな
く，普段の生活や，友人・家族
と交わるときにも大切な指針と
なってきました。建物の基礎
がしっかりしていれば，揺らぐ
ことなく過ごせるのです。」

その後，神殿に関する映像
を観賞した報道関係者は，ス
ティーブンソン長老によるガイ
ドと，神殿担当七十人のケビ
ン・R・ダンカン長老によるガ
イドの 2 グループに分かれて
神殿の中へ案内された。※ 1

ある人は，スティーブンソン
長老が寺社仏閣で感じたよう
に，「キリスト教というと自分た
ちと縁遠い感じがしていました
が，神殿の中に数々の和の意匠
があり，心にしっくりきて落ち
着きました」と感想を述べた。

各界の著名人を招待

5月 30 日から 6 月 2 日まで
は，宗教，実業，政治，外交，教
育など様々な分野で影響力を
持つオピニオンリーダーの招待

ツアーが行われた。インター
フェイス（異なる宗教間協力の
集まり）ツアー ※ 2 には，プロテ
スタント各派，カトリック，ユダ
ヤ教，イスラム教などの代表者

が参加した。また，仏教，神道，
立
りっしょうこうせいかい

正佼成会，大
おお

本
もと

，創
そう

価
か

学
がっ

会
かい

インタナショナルなど様々な宗
教の人々が訪れ，神殿の説明に
耳を傾けた。宗教界からのゲ

ストは，お互いの違いではなく，
キリストの教えに自らの信条と
の多くの共通点を見いだした。

明治神宮の木
きの

下
した

龍
たつ

輝
ゆき

権
ごん

宮
ぐう

司
じ

はこう語った。「神社の本殿の
奥に入るには 1日前からみそ
ぎをして心身を清めます。神殿
に入ったときも同じような清ら
かさを感じました。同じ雰囲気
がそこにあります。」

和
わ

田
だ

直
なお

美
み

姉妹は結び固めの
部屋で，「神社にとって鏡は非
常に大切なものだと思います」
と語りかけた。「わたしたちに
とっても，この結び固めの部屋
の鏡はとても大切な意味を象
徴しています。ここに立つと，
先祖と子孫の姿を見ることが
でき，永遠にわたしたちのきず
なが続くことが分かります。」そ
う伝えると，明治神宮の方々も
共感してくださったという。

大使ツアーでは，ルワンダ，
エチオピア，ウガンダ，ナイジェ
リアのアフリカ諸国と，レバノ
ン，ハイチ，ハンガリー，スイス
の大使また大使館関係者が訪
問された。

政界からは，東京オリンピッ
ク・パラリンピック組織委員会
会長を務めた参議院の橋

はし

本
もと

聖
せい

子
こ

議員をはじめ，多くの国会議
員，県議会，市議会，区議会議
員，自治体の首長，政府関係者
などが訪れた。橋本議員は，
1988年カルガリーオリンピッ
ク出場のためスピードスケート
のトレーニングをしていたとき，
教会員の家庭にホームステイ

キリスト教各宗派やユダヤ教の招待客に「主の宮」の説明をするスティーブンソン長老キリスト教各宗派やユダヤ教の招待客に「主の宮」の説明をするスティーブンソン長老

世界仏教徒連盟のダンバジャブ副会長からモンゴルの世界仏教徒連盟のダンバジャブ副会長からモンゴルの
仏画を贈られる，地域会長会のラズバンド長老仏画を贈られる，地域会長会のラズバンド長老

メディアツアーをガイドするスティーブンソン長老メディアツアーをガイドするスティーブンソン長老

前防衛副大臣の前防衛副大臣の中中
なかなか

山山
やまやま

泰泰
やすやす

秀秀
ひでひで

議員と議員と

明治神宮の木下龍輝権宮司と明治神宮の木下龍輝権宮司と新聞の取材を受けるスティーブンソン長老新聞の取材を受けるスティーブンソン長老

ナイジェリア大使館の Nnamdi 氏ナイジェリア大使館の Nnamdi 氏メディアデーメディアデー

壇上から話すスティーブンソン長老壇上から話すスティーブンソン長老

※1─神殿内の模様は映像によるバーチャル
ツアーでご覧になれます

https://bit.ly/39PtDSH

※2─宗教関係者ツアーの模様はニュース映像
でご覧になれます

https://bit.ly/3xMpd6Y
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した思い出をはじめ，教会との
関わりを語ったという。

そのほか，大学教授や大学
院生，教育者や企業経営者な
ど，多数の指導的地位にある
人々が神殿を巡った。※ 3

6 月 3 日からは一般ツアー
が始まった。

日の栄えの部屋で

日の栄えの部屋ではツアー
ガイドは説明をしない。静寂が
あり，目をつむる人もいれば，天
を仰ぐ人もいる。元東京神殿
会長の井

いの

上
うえ

龍
りゅう

一
いち

兄弟は語る。
「（ある方が）日の栄えの部屋
で瞑想していたら，『心の中が
あったかくなりました。こんな
経験，初めてでした』って言わ
れました。それが聖霊なんで
すよ，ってお話しいたしました。」

オープンハウスビデオの日
本語吹き替えを担当した劇団
昴

すばる

のマネージャーは語る。「日
の栄えの部屋は，空気が特別
な感じがしました。」吹き替え
の音声収録をした録音スタジ
オの部長は，「本当に静かだっ
た。録音ブースの（物理的な）

『静か』とはまた違った静けさ
でした」と言う。「日の栄えの
部屋や結び固めの部屋で，何
か，手の平の上にいるような不
思議な感覚がしました」と表
現した人もいる。

霊感された質問

元地域七十人の中
なか

塚
つか

祐
ひろ

文
ふみ

兄弟もツアーガイドを務めた。

「ある方は，『自分も神様はい
るんじゃないかなと思う，でも
神様がいるって信じているこ
とと，信仰を持つことはどうい
う違いがあるんですか？』と尋

ねました。皆さんが，自分の心
の奥底にある真摯な質問をな
さっていました。

わたしたちが神様の元に帰
るのをガイドする天使が，似た

ような気持ちを感じるんだろ
うな，と。まさに人生のツアー

（旅）です。何かを説明してい
て，聞く方の眼がきらっと輝い
て，この方は何かに気がつかれ
たと分かる瞬間が何度もあり
ました。奉献される前であっ
ても，御霊は注がれているんだ
と思いました。」

ある姉妹はこう話す。「『な
ぜ十字架がないの？』と質問
する人もいました。友人はこん
な風に答えました。（主は）『今
も生きているから』。……色々
な質問を受ける度に，適切な
答えを御霊がわたしに教えてく
ださり，それを通して主がその
方々を特別に愛しているという
気持ちを感じました。」

ボランティアの喜び

あるボランティアリーダーの
姉妹は，連日200人以上の奉
仕の割り当てを考えた。名前
しか知らない人も多い。「様々
な要因を考えながら正しく割
り当てられるよう，特にカテゴ
リーリーダー（エントランスフォ
ロー，ツアーガイド，神殿案内，
保安警備，の 4 カテゴリー）を
決める際は，これでいいのかと
何度も祈ります。」彼らは初め
て参加していきなりリーダーを
任されるのだ。ある姉妹は最
初，なぜリーダーになったか分
からなかった。「でも『自分は
神殿で働いた経験があり，神
殿内の順路をよく知っている。
神殿案内のリーダーに割り当

カトリックやイスラム教の代表者と。中央は神殿担当七十人のダンカン長老カトリックやイスラム教の代表者と。中央は神殿担当七十人のダンカン長老

都内国立大学の宗教学講座の皆さん都内国立大学の宗教学講座の皆さん

一般オープンハウスの一般オープンハウスの
模様模様

ボランティア控室で割り当てを受けるボランティア控室で割り当てを受ける

所沢市の藤本正人市長所沢市の藤本正人市長

続々と集まってくるボランティア続々と集まってくるボランティア

※3─オピニオンリーダーツアーの模様は
ニュース映像でご覧になれます

https://bit.ly/3bodm7F
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てられた理由が分かった』と
話されました。そのような経
験をお持ちとは知らなかった
のです。この業をすべて主が
導いておられると知りました。」

＊＊＊

最終日の6月18日（土）には
2,400人が訪れた。ボランティ
ア数も400人を超える。期間

中の最高記録だった。再奉献
委員会の當

とう

眞
ま

コーディネーター
はこう振り返る。「神殿では涙
を流される方や，すごく感銘を
受けている方，いろいろな方々
がいらっしゃいます。皆さん，
そういった方から喜びと力を得
て，もっと奉仕したい，関わり
たいと言ってくださる。本当に
嬉しく感じました。」◆    

今月のNews Headlines ◉ ニュースルームはこちら！
https://news-jp.churchofjesuschrist.org

※上記リストは日本発信または日本に関連する記事のみです。海外発信記事（日本語）も数多く配信しています。

◉ 改修後の日本東京神殿，一般に公開─42年ぶりに神殿の一般公開ツアーを実施  5月29日リリース

◉ 日本東京神殿オープンハウスに訪れる最初のゲストの方々　6月2日リリース

◉ 神殿の予約に関する変更  6月4日リリース

◉ ニール・L・アンダーセン長老，「全国YSAファイアサイド」にて日本のYSAに語る　6月4日リリース

◉ ゲーリー・E・スティーブンソン長老，日本東京神殿オープンハウスを振り返る  6月5日リリース

◉ アンダーセン長老，主の業に携わるよう日本と韓国のヤングシングルアダルトに勧める 6月9日リリース

◉「もう一度あの家に行きましょう」─日本東京神殿のオープンハウスで教会員と宣教師が再会  6月10日リリース

役員の異動

2022 年 5月23日から 6月21日までに管理
本部会員統計記録課に通知のあった役員の
異動（敬称略）

●	北海道南ステーク宮の沢ワード
	 ビショップ：阿

あ

部
べ

 孝
たか

彦
ひこ

●	郡山地方部郡山支部
	 会長：松

まつ

村
むら

 邦
くに

明
あき

●	桐生ステーク古
こ

河
が

ワード
	 ビショップ：Kazuki M. Halvorson
●	金沢ステーク高岡ワード
	 ビショップ：高

たか

谷
や

 慎
しん

之
の

介
すけ

●	京都ステーク綾部支部
	 会長：平

ひら

元
もと

 竜
たつ

雄
お

●	京都ステーク茨木ワード
	 ビショップ：Sean P. Keanaaina
●	京都ステーク岡町ワード
	 ビショップ：横

よこ

尾
お

 政
まさ

明
あき

●	大阪ステーク大阪ワード
	 ビショップ：高

こう

地
ち

 正
まさ

訓
のり

●	福岡ステーク中津支部
	 会長：明

みょうが

賀 信
のぶ

浩
ひろ

●	沖縄軍人地方部普天間軍人支部
	 会長：Nathan D. Garlick

開催日時：2022 年 10 月 22 日（土）～ 23 日（日）
開催場所：広島県広島市広島光ワード／縮景園
参加対象者：結婚を希望している 35 歳以上の神殿推薦状保持者
参加人数：40 名（男女各 20 名）

申し込み期日：2022 年 9 月 20 日（火）
お申し込み先：	メール hiroshimapeacec20221022@gmail.com
お問い合わせ：	電話 090 2896 2067 （福永実行委員長）
	 	 メール rdbqn767@ybb.ne.jp

結婚カンファレンス情報 ─2022 広島ピースカンファレンス─

青少年ボランティア配置前の打ち合わせ青少年ボランティア配置前の打ち合わせ

雨の中，最終ツアーを送り出す雨の中，最終ツアーを送り出す
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 20 22 年 5 月 22 日（日），十二
使徒定員会のニール・L・ア
ンダーセン長老ご夫妻を迎

え，全国 YSA ファイヤサイドが開催され
た。東京神殿別館で開かれたファイヤサ
イドの模様は Zoomでも配信され，会
場と合わせて約800人のYSAが使徒の
言葉に耳を傾けた。壇上にはアジア北
地域会長の和

わ

田
だ

貴
たか

志
し

会長ご夫妻，第一
顧問のジェームズ・R・ラズバンド長老ご
夫妻が並ぶ。

和田直美姉妹：違いを伝える

「今日は麻
あざ

布
ぶ

にイエス・キリストの使徒
が来られています。本当にわたしたちのこ
とを神様が愛しておられて，素晴らしい時
間を与えてくださいました。」和田姉妹は
2 年 9 か月ぶりの日本への使徒の訪れに
対し，心からの感謝を表した。

17 歳のときに初めて教会に足を踏み入
れたという和田姉妹。友人とともに英会
話に参加すると，何とも言えない雰囲気が
感じられた。「今思うと，……御霊を感じ
たんだと思います。」続けてセミナリーにも
参加。内容はまったく分からなかったが，

その場に集う人々から違いを感じた。彼
らは自分よりも，人生についてよく知って
いるという印象を受けたという。

機会を捉え，自分が人生の目的を知っ
ている理由，福音によって自らが築かれて
きたということを周りの人々へ紹介するよ
うにと，和田姉妹は YSAに呼びかけた。

和田貴志会長：主に叫び求める

和田会長はこの数か月間，アンダーセ
ン長老とともに働く機会があったという。

「彼と話をしていると，本当に御霊とキリス
トの愛を感じます。わたしたちも……そ
ういう弟子になれたらと思います。」

祈りの答えを求めているYSA に対して
ヒントになる話ができればと，旧約聖書か
ら分かち合う。荒れ野にあって飲み水を
得られなかったモーセの民が，このように
つぶやく場面がある。「わたしたちは何を
飲むのですか。」※ 1 モーセの民と同じく，
聖約を交わしているわたしたちも，様々な
チャレンジに遭遇し，苦い水を経験するこ
とがある。

モーセが「主に叫んだ」※ 2 末，主に示
された木を投げ入れると，水は甘くなっ
た。「姉妹たち，兄弟たちが，本当に主に

叫んだら，どんなことが起こるでしょうか」
と問いかける和田会長。

人生にあって困難にぶつかるときには，
モーセのように祈り，叫び求めるようにと
勧めた。わたしたちは，主から頂くものを
通して物事を解決できるように努め，主の
導きを求めることができる。
「聖霊が……必要なことを教えてくださ

ると約束します。イエス・キリストの福音
は，わたしたちの苦き水を甘くし，わたし
たちが永遠に飲める水を与えてくれます。」

アンダーセン姉妹：主の僕
しもべ

の声

「今晩のことは，忘れられない思い出に
なるでしょう。」アンダーセン長老とうなず
き合うアンダーセン姉妹。世界のどこに
いても，キリストの弟子でいるのが容易で
ない時代にあって，日本ではとりわけキリ
ストを信じている人が少ない。そういっ
た環境下で信仰を保っているYSA たちを

「尊敬していますし，ともに集えることを特
権だと感じています」と語った。

エペソ人の手紙にはこう書かれている。
イエス・キリストの福音は，「……使徒た
ちや預言者たちという土台の上に建てら
れたものであって，キリスト・イエスご自
身が隅のかしら石である。」※ 3

30年以上前，アンダーセン長老がフラ
ンスで伝道部会長をしていた頃のこと，夫
妻は伝道部指導者セミナーのためにハン
ガリーへ赴いていた。その日の集会が終
わり，ゲッレールトと呼ばれる山※ 4 に登っ

※ 3※ 3 ─エペソ 2：20─エペソ 2：20
※ 4※ 4 ─ハンガリーの首都ブダペスト，ドナウ川沿岸にある─ハンガリーの首都ブダペスト，ドナウ川沿岸にある
標高 235m の山標高 235m の山

※1─出エジプト15：23−24参照
※2─出エジプト15：25参照

和田直美姉妹和田直美姉妹 和田貴志会長和田貴志会長

Nationwide Young Single Adults Fireside

全国Y
ヤングシングルアダルト

SAファイヤサイド

「皆さんを必要としています！」
─コロナ禍を越えて2年9か月ぶりに十二使徒が来日─

With Elder and Sister Neil L. Andersen
Quorum of the Twelve Apostles 

十二使徒定員会

ニール・L・アンダーセン長老ご夫妻を迎えて
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たアンダーセン夫妻。当時，十二使徒で
あったネルソン長老も同行していた。

この小さな山から見下ろすと，共産主
義を象徴する赤い星を建物から取り除く
人々が見えた。※ 5 これは歴史的にも意義
深い，驚くべき光景であったが，ネルソン
長老は次のように述べたと言う。「皆さん
が今目にしている光景は，これから起こる
ことに比べたら，ほんの些

さ

細
さい

なものです。」
その言葉は，アンダーセン夫妻に大きな印
象を残した。

フランスに戻って 3 週間後，ある集会
に向かう車中で，ラジオから信じがたい
ニュースが飛び込んできた。ベルリンの
壁が取り去られたというのだ。思わず顔
を見合わせたというアンダーセン夫妻。

「ベルリンの壁が崩壊することを，世界は
知りませんでした。しかし神は……御存
じだったのです。そして，神の預言者，聖
見者，啓示者の一人を通して，わたしたち
は奇跡を目にしました。」

聖文にはこう記されている。「主なるわ
たしが語ったことは，わたしが語ったので
あって，わたしは言い逃れをしない。……
わたし自身の声によろうと，わたしの僕た
ちの声によろうと，それは同じである。」※ 6

心と思いを開いて，アンダーセン長老の
話に耳を傾けるようにと呼びかけるアン
ダーセン姉妹。「皆さんに何を語るべき
か，彼が深く考え，熱心に祈ってきたこと
を知っています。その声に耳を傾けると

き，わたしたちは，自分たちに向けられた
主のメッセージを耳にしていることになり
ます。……夫は主イエス・キリストの使徒
です。」

アンダーセン長老：霊的な基

結婚して47年になるというアンダーセ
ン夫妻。「妻は少し小柄な女性ですが，
非常に大きな霊を宿しています。」美し
く，知性にあふれ，料理上手な素晴らし
い母親であると，姉妹の特質を数え上
げ，満面の笑みを浮かべながら絶賛す
る。「しかし，こういったすべてにまさっ
て，わたしは彼女の，キリストに対する信
仰を愛おしく思っているのです。」

永遠の伴侶を探すに当たっては，信仰
ある人を求めるようにと勧める。「信仰
が年を取ることはありません。信仰は常
に胸躍るものであり，人を引きつけるもの
です。もし結婚生活 5 千年を迎えても，
彼女は信じられないほど美しく見えるで
しょう。」
「わたしたちは皆，霊的な基を高めてお

く必要があります。」毎週のように大管長
会，十二使徒定員会とともに過ごすアン
ダーセン長老の霊は，常に高められてい
るという。「わたしたちは，互いを必要と

しているのです。」改心は個人的なものだ
が，良い影響を及ぼし合うことによって，
霊がさらに高められることを約束した。

We Need You

去年の 9 月頃から，日本に来る機会を
うかがっていたというアンダーセン長老。
コロナウイルスに関わる制約を乗り越え
て，ついに日本に足を踏み入れることが
できた。「皆さんのお顔が見えるように，
マスクを外してくださいますか。」長老は
しばしの間，日本の聖徒たちと視線を合
わせ，微笑みを浮かべた。「皆さんは美し
いです。一部の方は，ひときわ美しいで
す。」愉快なコメントに，会場は笑いに包
まれた。

「皆さんを必要としています。」祈りを通
して，最も伝えたいと感じたメッセージが
これだという。「キリストの教会におい

日本へのメッセージ

東京神殿別館には281人のYSAが詰めかけた東京神殿別館には281人のYSAが詰めかけた 渋谷YSAグループ聖歌隊が「信じ，進まん」を歌った渋谷YSAグループ聖歌隊が「信じ，進まん」を歌った

壇上で話すキャシー・W・アンダーセン姉妹壇上で話すキャシー・W・アンダーセン姉妹 開会直前，暮色に包まれた東京神殿別館の会場へと急ぐYSA開会直前，暮色に包まれた東京神殿別館の会場へと急ぐYSA

ゲッレールトから望むドナウ川とブダペスト市街ゲッレールトから望むドナウ川とブダペスト市街
Photo by Gabor EszesPhoto by Gabor Eszes

※6※6─教義と聖約1：38─教義と聖約1：38※ 5※ 5 ─ 1989年5月，ハンガリーはオーストリアとの国境を─ 1989年5月，ハンガリーはオーストリアとの国境を
開放し，6月には共産党一党独裁制を放棄。その後，多数の東開放し，6月には共産党一党独裁制を放棄。その後，多数の東
ドイツ市民がハンガリー経由で西ドイツへと亡命する。これドイツ市民がハンガリー経由で西ドイツへと亡命する。これ
が1989年11月9日のベルリンの壁崩壊へとつながったが1989年11月9日のベルリンの壁崩壊へとつながった
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て，皆さんが必要なのです。」宣教師のよ
うに，道行く人々の足を止めるよう求めら
れているわけではない。「どうしてそんな
に幸せそうなの？」「これほどの困難な時
代を，どうやって乗り越えているんだい？」

「そんなに親切なのはなぜですか？」そう
尋ねられるとき，このように返してほしい
と語るアンダーセン長老。─「イエス・
キリストを信じているからです。」

人生における選択というのは，富へ向
かうか貧困へ向かうか，あるいは有名に
なるか，無名で終わるか，といった軸に集
約されるものではない。「善であるか，悪
であるか，ということに関わる選択なので
す。イエス・キリストの福音は，そのこと
を理解できるように助けてくれます。」

聖徒はどの地にも
「皆さんが必要です。皆さんの霊が必要

です。」主は，回復された福音に何兆もの人
が改宗するとは語られなかった。しかし，
主を愛する義にかなった人々が，すべての
国と文化において，あらゆる人種や言語に
おいて，必ず存在するということについて
は，繰り返し述べておられる。「主イエス・
キリストの使徒として，このことは，わたした
ちの肩に重くのしかかっています。」

アンダーセン夫妻は来月，アフリカ西部
にある小さな島 ，々カーボ・ベルデを訪問
する。1997年，島で教会が設立されて間
もない頃には，ほんの一握りの聖徒しか
いなかった。ところが 6 月には，カーボ・
ベルデに神殿が奉献されるという。「これ
は奇跡です。」

教会の発展速度は，地域によって差が
ある。アンダーセン長老自身はフランスで
伝道し，後には伝道部会長も務めた。フ
ランスには，何百年も前からキリスト教が
あるが，キリストを信じている人はごくわ
ずかだという。美しい大聖堂はあっても，
信者が少ないために，政府が建物を管理
しているほどだ。

一方ブラジルでは，宣教師たちが，家族
全員に次 と々バプテスマを施していく。ブ
ラジルでは発展が速く，フランスでは遅
い，その理由については説明できないと語
るアンダーセン長老。それでもフランスに
は，素晴らしい末日聖徒たちがいる。「主
が戻られるとき，彼らは主を迎え入れる場
にいることでしょう。」
「わたしたちの声に耳を傾ける人がいる

かぎり，そこへ赴きます。なぜなら，イエ
スがキリストであられることを知っている
からです。これまで地上に生を受けたす

べての人が，……イエスが主であられるこ
とを認めるときが来ます。」再臨がいつに
なるかは分からないが，アンダーセン長老
は，主が早く来てくださるよう度々祈りをさ
さげているという。
「わたしが皆さんと同じ年代の頃にはな

かった確信を持って，お伝えします。イエ
スはキリストであられます。……このこと
を，確信をもって知ることができるという
のは，素晴らしいことです。」

再臨を思い描く

70 歳を迎えたアンダーセン長老。自分
を駆り立ててくれることの一つは，救い主
が再び来られるときのことを想像するこ
とだという。数年前の大会説教では，主
が再臨される場面を思い描き，書き留め
ている。

主は「『天の雲の中に，力と大いなる栄
光とをまとって，すべての聖なる天使たち
とともに』来られるのです。……皆さん
やわたし，あるいはわたしたちの後に続く

『聖徒たちは地の四方から出て来』て，『身
を変えられて，主に会うために引き上げら
れ〔ます〕』。」※ 7

主は「日本に来られるでしょうか。もち
ろん来られるでしょう。……主は日本の
聖徒たちを愛しておられます。」ここ日本
に多くの聖徒が集うようになることを，ど
のように知ることできるのか。「主は御自
分の家を，日本に置かれました」と語るア
ンダーセン長老。

沖縄では神殿が建設中であり，東京神
殿は間もなく再奉献を迎える。札幌と福
岡にも，主の家が建てられている。「主
が再び来られるとき，この美しい島国の
全地に，義にかなった人々がいることで
しょう。」
「わたしたちは皆さんを必要としていま

「皆さんが必要です」と両手を広げて招くアンダーセン長老

※7※7─ ニール・L・アンダーセン「御国が来ますように」─ ニール・L・アンダーセン「御国が来ますように」
2015年4月総大会説教2015年4月総大会説教
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※10※10─「永遠にわたる決断」ネルソン大管─「永遠にわたる決断」ネルソン大管
長によるヤングアダルトのためのワールドワ長によるヤングアダルトのためのワールドワ
イド・ディボーショナル，2022年5月15日イド・ディボーショナル，2022年5月15日

https://bit.ly/3QIYiBB

す。この特別な時にあって，皆さんを必
要としているのです。……信仰に対して
真剣に取り組んでくださり，感謝します。
祈りに信仰をもってくださり，感謝します。
進んで戒めを守ろうとしてくださり，感謝
しています。聖なる御霊の声を信頼して
くださり，感謝します。これらは，この世
の人々がほとんど知らないでいる事柄で
す。しかしながら，皆さんは御存じであ
り，わたしも知っています。」

世の光として

マタイ書にある主の言葉から，日本に
思いを馳せたというアンダーセン長老。

「あなたがたは，世の光である。……あ
なたがたの光を人々の前に輝かし，そし
て，人々があなたがたのよいおこないを
見て，天にいますあなたがたの父をあが
めるようにしなさい。」※ 8

4 月の総大会では，ネルソン大管長も
同じく，「皆さんが必要です」というメッ
セージを伝えている※ 9 。「伝道に赴く，
若い男性の皆さんが必要です。これは，
神権に関わる責任です。」姉妹たちを「お
迎えするのは素晴らしいことがですが，
誰一人として，プレッシャーを感じるこ
とがないようにと願います。若い男性の
皆さんには，プレッシャーをかけたいと
思います。」満面の笑みで語りかけるアン
ダーセン長老に，笑いが返ってくる。

生ける預言者

先日，ヤングアダルトに向けて語られ
たネルソン大管長の説教を紹介したいと
話すアンダーセン長老 ※ 10 。「大管長の
説教を聞いてくださいますか？ 本当に
素晴らしい説教です」と熱心に勧める。
アンダーセン長老自身，ネルソン大管長
の言葉に主の力，啓示を感じたという。

教会機関誌の誌面に載った後は，説教を
聖典に挟み，思い起こすようにと勧める。

ネルソン大管長がアンダーセン長老と
昼食をともにしていたときのこと。これ
まではいつも一番若い立場であったの
に，自分は歳を取った，と口にされた。

9月生まれの大管長は，9 月に新学期
が始まるアメリカの学校において常に，ク
ラスで一番若い生徒であった。加えて，
非常に優秀であった大管長は，4 年生
の年齢で 6 年生のクラスに出席。高校
を首席で卒業した際には，周囲の人々が
18 歳であったのに対し，大管長は16 歳
だった。大学でも飛び級をして 22 歳で
医師となる。一方，両親が教会に活発で
なかったため，ネルソン大管長がバプテ
スマを受けたのは16 歳のときだった。

来る 9 月で98 歳を迎えるネルソン大
管長。アンダーセン長老は，高齢の大管
長の様子について尋ねられることがある
が，過去 4 年間，ネルソン大管長の知的
能力が衰えてきていると感じたことはな
い，と断言する。「自分の知能が衰えてき
ていることは分かりますが」とユーモア
を添えつつ，「間もなくとばりを越えてし
まう程の年齢でありながら，知的，身体
的に良好な状態にある主の預言者をいた
だいているとは，なんと素晴らしい贈り
物でしょう」と感謝を表す。

大切な称号

ネルソン大管長は大切な真理について
説いた。だれもがやがて死ぬが，キリス
トのおかげで皆が復活し，不死不滅の状
態になった末，裁きの日が訪れるというこ
とだ。現世は「自分が永遠にどのような
生涯を送りたいかを決める時期」である
ことが強調された。

続けて，自分が何者であるかという真

理を知ることの大切さを教えたネルソン
大管長。この世には，ポジティブなレッテ
ルもあれば，マイナスのレッテルも数多く
存在する。大管長にとって最も大切な称
号は，神の子供であること，聖約の子であ
ること，そして，イエス・キリストの弟子で
あることだ。この説教を「ご覧いただけ
ますか？ 読んでいただけますか？ 絶対
に後悔しませんから」と，再び聴衆に呼び
かけるアンダーセン長老。

主は生けりと知る

「今晩皆さんに語ることのできる，最も
大切な事柄は，イエスがキリストであら
れると，わたしは知っているということで
す。」信仰を強めるために行う，どんな事
柄であれ，時間の無駄とはならない。ま
た，悔い改めに際してどんな努力をしたと
しても，それが永遠にわたる祝福となるこ
とを約束する。「非常に神聖な経験から，
忘れがたい瞬間から，決して否定すること
のできない思いから，主が生きておられる
ことを知っています。」
「日本のヤングアダルトの皆さんに祝福

を残します。……わたしが今日使ったこ
のフレーズ，『皆さんを必要としています』
が，その心に留まりますように。……主が
再び来られるとき，皆さんが幕のこちら側
にいようと，彼方にいようと，天の雲の中
で，わたしたちは再び出会えることでしょ
う。……イエスはキリストであられます。
わたしはこのことを，主の聖なる御名に
よって宣言します。」

壇上を降り，会場内のYSA一人一人と
握手を交わしていくアンダーセン長老。手
が届かない人々にも微笑みかけ，手を振っ
て歩いた。その幸福に満ちた表情，熱意
あふれる説教は，日本のYSA に力強く響
いたことだろう。◆

日本へのメッセージ

※8※8─ マタイによる福音書5：14－16─ マタイによる福音書5：14－16
※9※9─ ラッセル・M・ネルソン「平和の福音─ ラッセル・M・ネルソン「平和の福音
を宣べ伝える」2022年4月総大会説教参照を宣べ伝える」2022年4月総大会説教参照


